
  

  

博愛の医師 高松凌雲 

元治元年（1864）に「箱館御役所」として完成した五稜郭は、近世ヨーロ

ッパ式城郭に見られる「稜堡」をもった美しい五稜星形をしています。 

五稜郭のある箱館（函館）は、鳥羽伏見から始まる旧幕府軍と新政府軍に

よる戊辰戦争最後の激戦地です。長引く戦いは多くの悲劇を生み、両軍は互

いに強い不信感や恨みを積もらせながらこの地に至ります。この箱館で､傷つ

いた両軍の兵士の治療にあたったのが３３歳の高松凌雲です。怨嗟
えんさ

渦巻く戦

火の真っ只中で、凌雲はどのようにして安全地帯を作り出したのでしょうか。 

 

＜立志の凌雲＞ 

凌雲は、天保７年（1836）１２月２５日、筑後国御原郡古飯村（ふるえむら）の庄屋、高松与吉の三男として生まれました。

２０歳の時に久留米藩家老の家臣川原弥兵衛の養子となりましたが、医者を志して脱藩します。江戸で高名な蘭方医石川桜所の

もとに入門した凌雲は、本格的にオランダ医学を学び、次いで学んだ緒方洪庵の適塾でも多くの秀才の中で頭角をあらわしまし

た。その後、幕府の英学所でも英語を会得した凌雲は、その学才を一橋家に見いだされ召し抱えられます。一橋家表医師となっ

た凌雲は、徳川慶喜が将軍となったことで幕府医官、奥詰医師と短期間のうちに出世し、慶喜の弟で１４歳の昭武（あきたけ）

が名代として派遣されるパリ万国博覧会（慶応３年（1867）に開催）に医師として随行することになりました。このパリ行きが、

凌雲の生き方を大きく左右することになります。 

 

＜パリの凌雲＞ 

パリ万国博覧会が終わり徳川昭武がそのままパリで留学することになると、凌雲も随員の任を解かれ留学を許されます。凌

雲は、パリ市内のオテル・デュウ（HOTEL DIEU：神の宿）という病院を兼ねた医学校に入学し本格的にフランス医学を学ぶこと

にしました。ここで凌雲は、麻酔薬や多くの器具を使って行われる外科手術による治療に驚嘆するのですが、何より衝撃を受け

たのは、この病院が貧しい者に無料で施療する病院を併せもっていることでした。建設費を含む運営費は貴族や富豪などからの

寄付によって賄われており、患者は一切の負担なく一般患者と同様に施療を受けることができました。凌雲は、国の援助に頼ら

ず民間人が運営していることに感嘆し「医学に携わる者はこのような高潔な精神をもたなければならない」と考えました。 

その頃、日本では幕府が瓦解
がかい

するという海外派遣者にとって根底を揺るがされる事態となりました。やむなく凌雲は、志半

ばで帰国することになりました。 

＊パリ派遣メンバーの中には、２７歳の渋沢篤太夫（栄一）や駐日イギリス公使館で通訳官をしていたアレクサンドル・フォン・シーボルト（シーボルトの

長男）もいました。特に、ともに一橋家に仕える渋沢との出会いは、後に凌雲の大きな助けとなります。                  に続く 
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雪の五稜郭  （五稜郭タワー様提供） 

PART Ⅰ 

PART Ⅱ 

半分史実、半分私実


